
胃がん手術後平均在院日数19指標

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分　子 胃がん術後患者の術後在院日数の総和 胃がん術後（手術日を含まない）から退院日までの日数

分　母 胃がんの手術を受け当該月に退院した患者数 計測期間内に「退院した」患者のうち、「胃がん」を主病名として入院し、入院中に全身麻酔による手術治療（開腹もしくは腹
腔鏡下による胃切除術、胃部分切除術）を受けた患者数

・医療の質の評価、胃がん術後管理の評価として在院日数を検証する。
・術後に合併症、続発症が発生すれば、在院日数は長くなるため、短期での退院は、術後管理が適切に行われたと考えられる。

  指標の意義

  指標の計算式、分母・分子の解釈 ・収集期間：１ヶ月毎

  考察

Process

【2012年　年間数値報告】
最小値7.00日　25％値23.00日　中央値26.94日　75％値32.44日　最大値88.14日
回答病院　48病院（平均在院日数が算出されている病院数）
（全月データがある病院40病院、うち全月0が登録されている病院4）
【考察・分析】
　回答病院は2012年48病院で2011年の34病院から14病院増えています。
中央値で1.24日延びていますが、これは、2011年2012年の両方にデータがある34病院
のうち、2012年の平均在院日数の方が長期になっている病院が16病院あること、新規加
入の13病院のうち9病院が中央値を超えていることが要因と思われます。
　対象患者数が少なく術後在院日数が長いとそのまま反映されるため、評価する場合には、

一定の対象患者数以上のデータで行う等の検討が必要と思われます。
　また、各病院で、対象患者の胃癌の病期分類や入院中の化学療法の有無、合併症、続
発症の有無等から病院内での評価を行っていただき、術後管理やクリニカルパス等の見直
しへつなげて頂ければと思います。
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指標 19　胃がん手術後平均在院日数　 Process
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